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──周作クラブ会報──

ま
で
も
埋
も
れ
た
作
品
や
手
紙
が
見
つ
か

る
。
そ
う
し
た
情
報
を
、
い
ち
早
く
遠
藤
文

学
フ
ァ
ン
で
あ
る
会
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る

の
が
、
会
報
だ
。

　

も
っ
と
も
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
は
、

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。

遠
藤
周
作
と
親
し
か
っ
た
作
家
や
文
化
人
や

編
集
者
、い
ま
や
伝
説
の
劇
団
と
な
っ
た「
樹

座
」
の
旧
座
員
た
ち
、
ヘ
ボ
碁
を
競
い
合
っ

た
「
宇
宙
棋
院
」
の
元
メ
ン
バ
ー
の
人
た
ち

な
ど
多
士
済
々
。
遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
も
い
る
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
の
精
神
は
、
遠
藤
文
学
を

愛
好
し
ま
た
研
究
も
し
後
世
に
伝
え
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
遠
藤
周
作
の

ユ
ー
モ
ア
精
神
や
遊
び
心
も
伝
え
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
だ
。
皆
で
集
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
会
報
の

紙
面
か
ら
も
、
充
分
そ
の
精
神
は
伝
わ
っ
て

い
る
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
の
10
周
年
に
戻
る
が
、

今
年
の
8
月
下
旬
発
行
予
定
の
第
40
号
お
よ

び
、
9
月
29
日
の
総
会
（
周
作
忌
）
は
、
共

に
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
10
周
年
記
念
で
あ
る
。

記
念
特
大
号
と
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
だ

が
、
ぜ
ひ
会
員
の
皆
さ
ん
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
ら
に
10
年
後
、
大
学
を
卒
業
し
た
子
供

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
小
学
生
の
子
供
を
持

ち
得
る
年
齢
と
な
る
。
そ
こ
ま
で
元
気
で
い

ら
れ
る
か
ど
う
か
覚
束
な
い
が
、
遠
藤
文
学

が
読
み
継
が
れ
、
会
報
も
続
い
て
い
る
こ
と

だ
け
は
、
ま
ち
が
い
な
い
。

�

（
周
作
ク
ラ
ブ
幹
事
）

た
、
い
わ
ば
遠
藤
周
作
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で

あ
る
。

　

遠
藤
周
作
没
後（
4
年
目
）に
で
き
た
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
と
い
う
の
も
珍
し
い
が
、
7
月
下

旬
に
開
か
れ
た
第
一
回
の
集
い
に
は
78
名
も

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
。「
周
作
ク
ラ
ブ
」

の
名
称
が
決
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
で
あ

る
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
、
会
は
発
展
を
続
け
、
何

と
現
在
の
会
員
は
５
０
０
名
を
超
え
る
。
文

学
館
も
外
海
町
立
か
ら
長
崎
市
立
に
変
わ
っ

た
も
の
の
（
市
町
合
併
に
よ
る
）、
順
調
に

運
営
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

	

会
報
の
役
割
と
会
の
精
神

　

記
念
す
べ
き
会
報
の
第
1
号
は
、
Ｂ
５
判

4
ペ
ー
ジ
、
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
が
、
始
ま

り
が
な
け
れ
ば
そ
の
後
は
な
い
。
編
集
人
は

小
松
捷
利
さ
ん
、
編
集
委
員
は
岡
田
厚
美
さ

ん
、
神
谷
恵
子
さ
ん
、
近
藤
恭
弘
さ
ん
、
秦

文
平
さ
ん
。
岡
田
さ
ん
と
近
藤
さ
ん
は
今
も

委
員
で
あ
る
。

　

Ａ
４
判
に
な
っ
た
の
は
第
2
号
か
ら
だ

が
、
高
橋
が
編
集
人
で
金
子
コ
ウ
さ
ん
が
副

編
集
人
と
い
う
現
体
制
と
な
っ
た
の
は
第
6

号
か
ら
、
体
裁
が
今
の
形
と
な
っ
た
の
は
、

第
20
号
か
ら
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
今
日
ま
で
会
報
を
出
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
編
集
委
員
た
ち
の
無
償

の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
支
え
て

く
れ
る
読
者
（
会
員
）
が
い
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
自
分
も
そ
の
一
人
な
の
で
恐
縮
だ

が
、
種
を
播
い
た
人
、
育
て
て
く
れ
た
人
、

今
も
畑
を
耕
や
し
続
け
て
い
る
人
た
ち
に
、

改
め
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

５
０
０
名
を
超
え
る
会
員
と
は
い
え
、
新

年
会
や
遠
藤
文
学
の
旅
、
周
作
忌
な
ど
会
の

催
し
に
参
加
で
き
る
人
た
ち
は
、
2
割
に
満

た
な
い
。
あ
と
の
8
割
以
上
の
人
た
ち
と
会

を
結
ん
で
い
る
の
が
、
こ
の
会
報
だ
。

　

遠
藤
周
作
は
没
し
て
な
お
、
多
く
の
話
題

を
提
供
し
続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
没

後
も
著
作
が
売
れ
続
け
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
い
ま
だ
に
新
刊
本
（
重
版
や
復
刊
で
は

な
い
）
が
刊
行
さ
れ
続
け
る
稀
有
の
作
家
で

あ
る
。
遠
藤
文
学
を
読
み
解
く
セ
ミ
ナ
ー
や

研
究
会
も
少
な
く
な
い
。
若
い
読
者
や
研
究

家
も
増
え
て
い
る
。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
い

	

10
年
前
の
第
１
回
の
集
い

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
は
、
20
世
紀
最
後
の
年

で
あ
る
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
の
5
月
、

呱
々
の
声
を
あ
げ
た
。
今
年
で
10
周
年
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

一
口
に
10
年
と
い
う
が
、
小
学
校
を
卒
業

し
た
子
供
が
、
順
当
に
い
け
ば
大
学
を
出
る

歳
月
だ
。
２
０
０
０
年
の
9
月
に
「
会
報
」

の
第
1
号
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
の
8

月
下
旬
発
行
予
定
の
号
で
第
40
号
を
迎
え

る
。
3
カ
月
に
一
号
の
割
で
、
10
年
間
と
ぎ

れ
ず
に
続
い
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

西
暦
２
０
０
０
年
は
、
長
崎
県
の
外
海
町

（
現
長
崎
市
外
海
）
に
、
遠
藤
周
作
文
学
館

が
開
館
し
た
年
で
も
あ
る
。
同
年
5
月
、
文

学
館
の
オ
ー
プ
ン
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
、

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
た
。
代
表
世
話

人
は
加
藤
宗
哉
さ
ん
。
加
藤
さ
ん
が
、
東
京

や
神
奈
川
の
各
地
で
開
い
た
文
学
講
座
「
遠

藤
周
作
の
世
界
」
の
受
講
生
が
中
心
と
な
っ

巻
頭
エ
ッ
セ
イ―

―
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
10
周
年
に
思
う

20
世
紀
最
後
の
年
に
文
学
館
と
共
に
出
発

	
	

　

─
─
会
報
も
今
年
40
号
を
迎
え
る
─
─
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